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は
じ
め
に

　

一
八
九
九
年
、
国
家
が
親
の
代
わ
り
と
な
っ
て
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
」（parens pa-

triae

）
と
い
う
児
童
福
祉
的
理
想
を
そ
の
基
本
理
念
に
据
え
、
少
年
裁
判
所
の
創
設
、
審
判
手
続
の
非
形
式
性
、
裁
判
官
へ
の
広
汎
な

裁
量
の
付
与
等
を
柱
と
す
る
「
少
年
司
法
制
度
」
が
、
ア
メ
リ
カ
イ
リ
ノ
イ
州
に
お
い
て
初
め
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
そ

の
後
わ
ず
か
二
〇
数
年
の
内
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
州
で
採
り
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ（

１
）

る
。

　

こ
の
制
度
は
、
特
に
「
非
行
少
年
」
を
「
要
扶
助
少
年
」、「
遺
棄
少
年
」
と
同
様
に
、
い
わ
ば
「
保
護
・
教
育
」
の
世
界
に
取
り
込

み
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
諸
権
利
を
認
め
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
過
酷
な
刑
事
司
法
制
度
か
ら
少
年
を
解
放
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

と
い
っ
て
よ（

2
）
い
。

　

も
っ
と
も
そ
の
拡
が
り
の
一
方
で
、
少
年
司
法
制
度
の
導
入
当
初
か
ら
、
そ
の
理
念
を
含
め
制
度
の
特
徴
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
も
、

既
に
「
懐
疑
」
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
っ（

3
）
た
。
そ
し
て
こ
の
「
懐
疑
」
は
、
次
第
に
具
体
的
な
訴
訟
と
し
て

顕
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
（
以
下
「
連
邦
最
高
裁
」
と
す
る
）
は
、「
ケ
ン
ト
判

（
4
）決」（

一
九
六
六
年
）、「
ゴ
ー
ル
ト
判（

5
）決」（

一
九
六
七
年
）、「
ウ
イ
ン
シ
ッ
プ
判（

6
）決」（

一
九
七
〇
年
）
の
い
わ
ゆ
る
「
三
部（

7
）
作
」
と
も

い
わ
れ
る
判
決
に
お
い
て
、
少
年
裁
判
所
手
続
に
も
成
人
と
同
様
に
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
諸
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
判
例
に
加
え
て
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
・
重
大
な
事
件
の
増
加

と
そ
れ
に
対
す
る
社
会
的
不
安
を
背
景
に
、
い
わ
ゆ
る
「
厳
罰
化
政
策
」（get tough policy

）
が
、
少
年
司
法
制
度
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
く
。

　

そ
の
顕
著
な
表
れ
の
一
つ
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
全
て
の
州
で
採
用
さ
れ
て
い
る
、
重
大
な
犯
罪
少
年
を
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
権
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利
の
保
障
を
前
提
に
、
少
年
司
法
か
ら
刑
事
司
法
の
管
轄
へ
と
移
し
、
成
人
と
同
じ
方
法
で
裁
判
を
行
い
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
可
能
と

す
る
「
移
送
制
度
」（transfer system

）
の
導
入
の
拡
大
で
あ
ろ（

8
）

う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
少
年
司
法
の
刑
事
司
法
化
」
と
い
わ
れ
る
潮
流
の
中
に
お
い
て
も
、
一
方
で
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら

現
在
ま
で
、
例
え
ば
、
非
行
少
年
に
対
し
て
「
少
年
と
し
て
の
処
分
」（
保
護
処
分
）
及
び
「
成
人
と
し
て
の
処
分
」（
刑
事
処
分
）
の

両
方
を
科
す
権
限
を
少
年
裁
判
所
裁
判
官
に
与
え
、
基
本
的
に
「
少
年
と
し
て
の
処
分
」
を
優
先
さ
せ
る
「
混
合
量
刑
」（blended 

sentencing

）
制
度
や
、
ひ
と
た
び
刑
事
司
法
制
度
に
送
ら
れ
て
き
た
少
年
を
、
刑
事
裁
判
所
の
判
断
で
再
び
少
年
裁
判
所
の
管
轄
に

戻
す
こ
と
を
可
能
と
す
る
「
ウ
ェ
イ
バ
ー
・
バ
ッ
ク
」（w

aiver back

）
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
非
行
少
年
を
何
と
か
「
保
護
の
世

界
」
に
留
め
置
こ
う
と
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ（

9
）

る
。

　

こ
の
様
な
中
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
最
高
裁
は
、
一
七
歳
の
少
年
に
対
す
る
死
刑
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第
八
条
（
以
下
「
修

正
第
八
条
」
と
す
る
）
に
反
す
る
と
す
る
「
ロ
ー
パ
ー
対
シ
モ
ン
ズ
判（

10
）

決
」
を
下
し
た
こ
と
を
嚆
矢
に
、
二
〇
一
〇
年
に
は
殺
人
以
外

の
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
す
る
「
仮
釈
放
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
」（Life W

ithout Possibility of Parole

）（
以
下
「
絶
対
的
終
身

刑
」
と
す（

11
）

る
）
を
違
憲
と
す
る
「
グ
ラ
ハ
ム
対
フ
ロ
リ
ダ
州
判（

12
）

決
」
を
、
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
に
は
、
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
少
年
を
含

む
全
て
の
少
年
に
対
す
る
「
裁
判
官
の
裁
量
の
余
地
な
し
に
必
要
的
に
科
す
絶
対
的
終
身
刑
」（M

andatory Life W
ithout Possibility 

of Parole

）（
以
下
「
絶
対
的
終
身
刑
の
必
要
的
科
刑
」
と
す
る
）
を
違
憲
と
す
る
「
ミ
ラ
ー
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
及
び
ジ
ャ
ク
ソ
ン
対
ホ

ブ
ズ
事
件
判（

13
）

決
」
を
下
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
一
連
の
判
決
は
、
死
刑
や
絶
対
的
終
身
刑
と
い
っ
た
「
特
別
な
刑
罰
」
に
関
し
て
で
は
あ
る
も
の

の
、
上
で
触
れ
た
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
る
三
判
例
の
根
底
に
あ
っ
た
憲
法
上
「
少
年
は
成
人
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
大
前
提

に
は
立
た
ず
、「
少
年
は
成
人
と
異
な
る
」
と
い
う
基
本
的
ス
タ
ン
ス
を
強
調
す
る
点
で
、
ア
メ
リ
カ
少
年
司
法
を
め
ぐ
る
判
例
の
流
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れ
を
変
え
得
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
大
変
興
味
深
い
判
決
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
修
正
第
八
条
と
少
年
に
対
す
る
死
刑
及
び
絶
対
的
終
身
刑
を
め
ぐ
る
判
例
を
整
理
し
た
上
で
、
と
り
わ
け

今
後
の
少
年
司
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
と
考
え
ら
れ
る
「
ミ
ラ
ー
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
及
び
ジ
ャ
ク
ソ
ン
対
ホ
ブ
ズ
事
件
判

決
」
を
中
心
に
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
　
少
年
に
対
す
る
死
刑
及
び
絶
対
的
終
身
刑
を
め
ぐ
っ
て

（
一
）
合
衆
国
憲
法
修
正
第
八
条
の
概
要

　

修
正
第
八
条
は
、「
過
大
な
額
の
保
釈
金
を
要
求
し
、
過
大
な
罰
金
を
科
し
、
ま
た
は
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な

い
。」（Excessive bail shall not be required, nor excessive fines im

posed, nor cruel and unusual punishm
ents inflicted

）
と

定
め
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
を
通
じ
て
州
法
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
き（

14
）
た
。
そ
し
て
こ
の
規
定
は
、
あ
ら
ゆ
る
状
況

の
も
と
で
行
わ
れ
る
拷
問
を
含
む
野
蛮
な
刑
罰
を
本
質
的
に
禁
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
規
定
の
下
で
は
、
国
家
は
、
最
も
重
大
な
る

罪
を
犯
し
た
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
者
の
人
間
と
し
て
の
特
質
に
つ
い
て
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
こ
の
「
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
き
、
裁
判
所
は
被
告
人
の
犯
し
た
罪
又
は
有
責
性
の
程

度
と
刑
罰
と
の
均
衡
が
と
れ
て
い
る
の
か
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
連
邦
最
高
裁
は
、

例
え
ば
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
者
及
び
精
神
的
な
障
害
を
持
つ
者
に
対
し
て
死
刑
を
科
す
こ
と
は
、
修
正
第
八
条
に
反
す
る
と
の
明

確
な
判
断
を
既
に
示
し
て
い（

15
）
る
。

　

加
え
て
、
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
裁
判
所
は
、
歴
史
的
な
概
念
を
超
え
て
「
成
熟
す
る
社
会
の
進
化
を
示
す

アメリカ少年司法と合衆国憲法修正第八条に関する判例の動向について〔今出　和利〕

142



品
性
と
い
う
発
展
し
つ
つ
あ
る
基
準
」（the evolving standards of decency that m
ark the progress of a m

aturing society

）（
以

下
「
品
性
と
い
う
発
展
し
つ
つ
あ
る
基
準
」
と
す
る
）
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い（

16
）

る
。

　

近
年
に
お
い
て
、
修
正
第
八
条
に
基
づ
き
、
少
年
に
対
す
る
死
刑
に
つ
い
て
制
限
を
加
え
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
下
し
た
連
邦
最
高

裁
判
例
と
し
て
は
、
一
九
八
二
年
、
事
実
審
裁
判
所
が
一
六
歳
の
少
年
の
減
刑
事
由
を
考
慮
し
な
か
っ
た
と
し
て
死
刑
を
取
り
消
し
た

「
エ
デ
ィ
ン
グ
対
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
判（

17
）

決
」（
以
下
「
エ
デ
ィ
ン
グ
判
決
」
と
す
る
）、
一
六
歳
未
満
で
重
大
な
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
す
る

死
刑
の
執
行
を
禁
じ
た
「
ト
ン
プ
ソ
ン
対
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
判（

18
）

決
」（
一
九
八
八
年
）（
以
下
「
ト
ン
プ
ソ
ン
判
決
」
と
す
る
）
と
、
翌
年
の
、

一
六
歳
又
は
一
七
歳
で
死
刑
に
値
す
る
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
死
刑
を
科
す
こ
と
は
修
正
第
八
条
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の

判
断
を
示
し
た
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
対
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
判（

19
）

決
」（
一
九
八
九
年
）（
以
下
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
判
決
」
と
す
る
）
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
判
例
を
踏
ま
え
る
と
連
邦
最
高
裁
は
、
死
刑
判
決
が
修
正
第
八
条
に
反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
六
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
を
一
つ
の
判
断
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
）「
ロ
ー
パ
ー
対
シ
モ
ン
ズ
判
決
」（
二
〇
〇
五
年
）
と
「
グ
ラ
ハ
ム
対
フ
ロ
リ
ダ
州
判
決
」（
二
〇
一
〇
年
）

　

こ
の
様
な
判
例
状
況
の
中
で
、
再
び
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
凶
悪
な
犯
罪
を
行
っ
た
一
七
歳
の
少

年
に
対
す
る
死
刑
判
決
の
合
憲
性
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　

ミ
ズ
ー
リ
州
に
住
む
一
七
歳
の
高
校
生
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
は
、
他
の
一
五
歳
、
一
六
歳
の
二
人
の
少
年
に
対
し
て
、

「
少
年
で
あ
れ
ば
刑
罰
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
」
と
し
て
強
盗
及
び
殺
人
を
行
う
計
画
へ
の
加
担
を
持
ち
か
け
た
。
犯
行
日
、
シ
モ
ン
ズ
ら

三
名
の
少
年
は
深
夜
に
被
害
者
女
性
宅
に
侵
入
し
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
彼
女
の
目
や
口
を
ふ
さ
ぎ
手
を
縛
っ
た
上
、
車
で
連
行
し
川
に
か

か
る
橋
の
橋
脚
の
上
か
ら
彼
女
を
投
げ
落
し
、
結
果
、
溺
死
さ
せ（

20
）
た
。
シ
モ
ン
ズ
は
、
翌
日
逮
捕
さ
れ
た
後
、
警
察
の
取
調
べ
で
罪
を
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認
め
、
検
察
官
は
彼
を
強
盗
、
誘
拐
、
窃
盗
及
び
第
一
級
謀
殺
の
罪
で
起
訴
し
、
成
人
と
同
様
に
刑
事
裁
判
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
彼
は
有
罪
と
な
り
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ（

21
）

た
。
そ
の
後
、
彼
の
上
訴
は
す
べ
て
却
下
さ
れ
死
刑
が
確
定
し
て
い
た
が
、

二
〇
〇
二
年
に
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
、
精
神
的
障
害
者
に
対
す
る
死
刑
を
違
憲
と
し
た
「
ア
ト
キ
ン
ス
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
判（

22
）

決
」

（
以
下
「
ア
ト
キ
ン
ス
判
決
」
と
す
る
）
が
下
さ
れ
た
た
め
、
シ
モ
ン
ズ
側
は
こ
れ
に
依
拠
し
て
、「
少
年
に
対
す
る
死
刑
に
つ
い
て
も
、

修
正
第
八
条
が
禁
じ
る
異
常
で
残
酷
な
刑
罰
に
該
当
す
る
」
と
し
て
、
非
常
救
済
手
続
を
申
し
立
て
た
。
ミ
ズ
ー
リ
州
最
高
裁
判
所

は
、
そ
の
請
求
を
認
め
て
死
刑
判
決
を
確
棄
し
、
絶
対
的
終
身
刑
に
減
刑
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
州
側
は
不
服
と
し
て
連
邦
最
高
裁

に
裁
量
上
訴
を
求
め
認
め
ら
れ（

23
）

た
。

　

二
〇
〇
五
年
三
月
一
日
、
連
邦
最
高
裁
は
、
先
述
の
一
六
歳
、
一
七
歳
の
少
年
に
対
す
る
死
刑
を
容
認
し
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
判
決

を
覆
し
、
一
七
歳
の
少
年
に
対
し
て
死
刑
を
科
す
こ
と
は
、「
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
」
を
禁
じ
る
修
正
第
八
条
に
反
す
る
と
の
判
決
を

下
し（

24
）

た
（「
ロ
ー
パ
ー
対
シ
モ
ン
ズ
判
決
」（
以
下
「
ロ
ー
パ
ー
判
決
」
と
す
る
））。

　

判
決
（
法
廷
意
見
）
は
ま
ず
、
①
国
民
的
合
意
を
は
か
る
た
め
の
客
観
的
指
標
（objective indicia of national consensus

）
と
し

て
、
各
州
の
一
七
歳
の
少
年
に
対
す
る
死
刑
を
定
め
た
法
律
及
び
実
際
の
適
用
の
有
無
に
着
目
し
、
そ
の
結
果
、
成
人
に
対
す
る
も
の

を
含
め
て
死
刑
制
度
を
一
二
州
が
廃
止
し
、
死
刑
制
度
を
存
置
す
る
三
八
州
の
内
、
一
八
州
が
少
年
に
対
す
る
死
刑
を
禁
止
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
三
〇
州
が
少
年
に
対
し
て
死
刑
制
度
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
一
方
少
年
に
対
す
る
死
刑
を
認
め

て
い
る
二
〇
州
に
お
い
て
も
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
判
決
以
降
、
実
際
に
執
行
を
行
っ
た
の
が
六
州
で
、
過
去
一
〇
年
で
は
三
州
の
み
で

あ
る
こ
と
等
か
ら
、「
州
の
大
半
は
一
八
歳
未
満
の
少
年
犯
罪
者
に
死
刑
を
科
す
こ
と
を
拒
絶
し
て
い
る
」
と
し
、
②
少
年
の
発
達
学

に
関
す
る
研
究
結
果
等
を
採
用
し
て
、
少
年
は
未
成
熟
で
責
任
感
覚
が
未
発
達
で
あ
る
、
周
囲
か
ら
の
悪
影
響
や
圧
力
を
受
け
や
す

い
、
人
格
が
十
分
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
成
人
と
の
三
つ
の
相
異
を
踏
ま
え
れ
ば
、
少
年
を
成
人
と
同
様
に
厳
し
く
罰
す
る
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こ
と
は
で
き
な
い
、
③
子
ど
も
の
権
利
条
約
等
を
含
む
少
年
に
対
す
る
国
際
法
的
な
動
向
や
視
点
か
ら
見
て
も
、
一
八
歳
未
満
の
少
年

に
対
す
る
死
刑
は
「
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
」
に
該
当
す
る
と
の
共
通
認
識
が
存
在
す
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
状
況
の
下
で
「
品
性
と
い

う
発
展
し
つ
つ
あ
る
基
準
」
に
従
え
ば
、
一
八
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
死
刑
は
、
修
正
第
八
条
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け

（
25
）

た
。

　

こ
の
判
決
の
大
き
な
特
徴
は
、
②
で
触
れ
た
様
に
少
年
と
成
人
の
い
く
つ
か
の
相
違
点
を
強
調
し
、
そ
の
相
違
に
基
づ
き
成
人
と
は

異
な
る
扱
い
を
求
め
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
先
述
の
一
六
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
死
刑
を
禁
じ
た
ト
ン
プ
ソ
ン
判
決
に

お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
判
決
で
は
そ
の
論
拠
を
よ
り
強
調
し
、
多
く
の
州
に
お
い
て
成
人
と
少
年
の
年
齢

の
境
界
と
な
る
一
八
歳
未
満
に
引
き
上
げ
て
適
用
し
た
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
判
決
か
ら
五
年
後
、
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
、
事
実
上
、
死
刑
に
代
わ
る
最
も
厳
し
い
罰
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
絶
対
的
終
身
刑
」
を
、
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
科
す
こ
と
の
是
非
の
判
断
に
お
い
て
、「
少

年
は
成
人
と
異
な
る
」
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
っ
た
の
が
「
グ
ラ
ハ
ム
対
フ
ロ
リ
ダ
州
判
決
」（
以
下
「
グ

ラ
ハ
ム
判
決
」
と
す
る
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
ま
ず
、
成
人
に
対
す
る
終
身
刑
を
め
ぐ
る
連
邦
最
高
裁
判
例
を
整
理
す
る
と
、
一
九
八
〇
年
、
三
度
目
の
有
罪
判
決
を
受
け

た
財
産
犯
に
対
し
て
累
犯
法
に
基
づ
き
仮
釈
放
の
可
能
性
の
あ
る
終
身
刑
を
科
す
こ
と
は
、
修
正
第
八
条
に
反
し
な
い
と
の
判
断
を
下

し
た
「
ラ
ン
メ
ル
対
エ
ス
テ
ル
判（

26
）
決
」、
財
産
犯
の
再
犯
で
有
罪
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
こ
と
は
、
修
正
第
八

条
に
反
す
る
と
し
た
「
ソ
レ
ム
対
ヘ
ル
ム
判（

27
）
決
」（
一
九
八
三
年
）、
初
犯
の
薬
物
犯
に
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的
に
科
す
こ
と
を
支
持

し
た
「
ハ
ー
メ
リ
ン
対
ミ
シ
ガ
ン
州
判（

28
）
決
」（
一
九
九
一
年
）（
以
下
「
ハ
ー
メ
リ
ン
判
決
」
と
す
る
）
等
が
あ
る
。

　

以
下
、
概
説
す
る
グ
ラ
ハ
ム
判
決
は
、
上
記
の
よ
う
に
成
人
に
対
す
る
判
例
が
確
立
し
て
い
く
中
で
、
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
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刑
の
是
非
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
七
月
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
住
む
一
六
歳
の
少
年
、
テ
ラ
ン
ス
・
グ
ラ
ハ
ム
は
、
他
三
名
の
少
年
と
共
謀
し
レ
ス
ト
ラ
ン
に

強
盗
に
入
り
店
主
に
怪
我
を
さ
せ
た
が
、
結
局
、
金
品
等
を
盗
む
こ
と
な
く
逃
走
し
た
。
彼
は
後
に
逮
捕
さ
れ
、
州
法
に
基
づ
き
成
人

と
同
様
に
地
方
裁
判
所
に
脅
迫
又
は
暴
行
を
伴
う
武
装
不
法
目
的
侵
入
及
び
武
装
強
盗
未
遂
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
地
方
裁
判
所
は
グ

ラ
ハ
ム
の
司
法
取
引
を
認
め
、
彼
の
判
決
を
猶
予
し
て
三
年
間
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
一
年
間
の
ジ
ェ
イ
ル
収
容
を
含
む
）
に
処
す
る
こ

と
を
決
め（

29
）

た
。
し
か
し
一
八
歳
と
な
っ
た
グ
ラ
ハ
ム
は
、
ジ
ェ
イ
ル
か
ら
釈
放
さ
れ
て
か
ら
約
六
ケ
月
後
、
他
の
成
人
二
名
と
共
に
住

居
侵
入
強
盗
容
疑
で
再
び
逮
捕
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
消
さ
れ
た
。
結
局
、
裁
判
所
は
グ
ラ
ハ
ム
を
、
過
去
に

犯
し
た
武
装
不
法
目
的
侵
入
及
び
武
装
強
盗
未
遂
の
罪
で
、
前
者
に
よ
り
終
身
刑
及
び
後
者
に
よ
り
懲
役
一
五
年
の
判
決
を
下
し
た
。

フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
仮
釈
放
制
度
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
終
身
刑
を
受
け
た
者
は
恩
赦
以
外
で
は
釈
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

グ
ラ
ハ
ム
は
判
決
を
不
服
と
し
て
、
州
最
高
裁
判
所
に
上
訴
す
る
も
の
の
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、「
殺
人
以
外
で
有
罪
と
な
っ

た
少
年
犯
罪
者
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
こ
と
は
修
正
第
八
条
に
反
す
る
」
と
し
て
連
邦
最
高
裁
に
裁
量
上
訴
を
申
し
立
て

（
30
）
た
。

　

二
〇
一
〇
年
五
月
十
七
日
、
連
邦
最
高
裁
は
グ
ラ
ハ
ム
の
上
訴
を
容
れ
、
①
三
七
州
が
州
法
上
、
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
に

絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
こ
と
を
定
め
て
い
る
等
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
き
国
民
的
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
も
の
の
、
量
刑
実
務
上
、
実
際
に
刑
が
科
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
一
一
州
で
一
二
三
名
（
内
七
七
名
は
フ
ロ
リ
ダ
州
）
に
過
ぎ
ず
、

非
常
に
ま
れ
で
あ
る
、
②
少
年
は
成
人
と
比
較
し
て
未
成
熟
で
責
任
感
覚
が
未
発
達
で
あ
り
、
周
囲
か
ら
の
圧
力
や
悪
影
響
を
受
け
や

す
く
、
人
格
が
十
分
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
殺
人
以
外
の
罪
と
殺
人
と
は
罰
す
る
べ
き
度
合
い
が
異
な
り
、
そ
れ
ゆ

え
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
の
責
任
は
二
重
に
減
刑
さ
れ
る
、
③
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
は
、
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法
に
基
づ
く
懲
罰
、
抑
止
、
無
能
力
化
そ
し
て
更
生
と
し
て
容
認
さ
れ
て
き
た
刑
事
的
制
裁
の
目
的
か
ら
は
正
当
化
さ
れ
な
い
、
④
絶

対
的
終
身
刑
は
、
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
が
社
会
に
戻
る
に
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
奪
う

こ
と
に
な
る
、
⑤
一
八
歳
未
満
の
者
に
終
身
刑
を
科
す
こ
と
を
禁
じ
る
国
際
条
約
等
の
視
点
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
の
理
由

の
下
、
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
一
七
歳
の
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
は
修
正
第
八
条
に
反
す
る
と
の
判
決
を
下
し（

31
）

た
。

　

本
判
決
は
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
が
禁
じ
た
少
年
に
対
す
る
死
刑
と
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
絶
対
的
終
身
刑
と
は
そ
の
過
酷
さ
の

点
で
は
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
の
前
提
に
た
ち
、
ま
た
、「
ロ
ー
パ
ー
判
決
に
お
け
る
少
年
の
特
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
見
解
を
再

検
討
す
る
理
由
を
示
す
新
し
い
デ
ー
タ
は
見
当
ら
な（

32
）

い
」
と
し
て
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
で
示
さ
れ
た
考
え
方
に
依
拠
し
、
少
年
と
成
人
と

の
相
違
を
強
調
す
る
こ
と
で
結
論
を
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。

二
　「
ミ
ラ
ー
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
及
び
ジ
ャ
ク
ソ
ン
対
ホ
ブ
ズ
事
件
判
決
」

（
一
）
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
の
現
状

　

グ
ラ
ハ
ム
判
決
に
よ
っ
て
、「
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
」
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
さ
れ
た

が
、
こ
の
刑
罰
は
、
本
来
「
保
護
主
義
」
を
基
本
と
す
る
少
年
司
法
制
度
と
は
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
厳
罰
化
政
策
の
流
れ
の
中
で
、
絶
対
的
終
身
刑
は
、
死
刑
制
度
の
存
続
と
併
せ
て
少
年

司
法
の
中
に
広
く
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
各
州
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
仮
釈
放
の

可
能
性
の
あ
る
終
身
刑
に
関
し
て
も
、
仮
釈
放
の
要
件
の
厳
格
化
や
廃
止
と
い
っ
た
動
き
を
強
め
て
い
く
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
ま
で

に
、
絶
対
的
終
身
刑
は
ほ
ぼ
全
て
の
州
で
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
法
制
度
的
上
は
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
を
科
さ
な

い
州
で
あ
っ
て
も
、
極
端
に
長
期
の
懲
役
刑
を
科
す
こ
と
で
、
事
実
上
、
終
身
刑
を
科
す
の
と
同
様
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
州
も
あ
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（
33
）

る
。

　

さ
ら
に
、
前
節
で
述
べ
た
ロ
ー
パ
ー
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
た
と
も
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判

決
を
契
機
に
少
年
に
対
す
る
死
刑
制
度
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
い
わ
ば
「
少
年
に
対
し
て
科
し
得
る
最
高
刑
」

と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
が
、
絶
対
的
終
身
刑
と
極
端
に
長
期
の
懲
役
刑
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

あ
る
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
に
は
二
二
二
五
名
が
少
年
期
に
犯
し
た
罪
で
絶
対
的
終
身
刑
に
服
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
九
年

ま
で
に
は
二
五
〇
〇
名
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
よ
り
以
前
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
ま
れ
に
し
か
少
年
に
対
し

て
絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
一
九
九
〇
年
と
比
し
て
約
三
倍
も
の
判
決
を
下
し
て
い
る
と
さ
れ（

34
）

る
。

　

ま
た
裁
判
所
も
、
通
常
一
二
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
や
極
端
に
長
期
の
懲
役
刑
を
容
認
し
て
き
た
。

実
際
に
絶
対
的
終
身
刑
が
科
せ
ら
れ
た
少
年
の
内
、
六
人
に
一
人
は
犯
罪
時
一
五
歳
以
下
で
あ
り
、
五
九
％
が
初
め
て
受
け
た
有
罪
判

決
で
あ
り
、
ま
た
二
六
％
が
重
罪
の
謀
殺
の
主
犯
で
は
な
く
従
犯
で
あ
っ
た
と
す
る
統
計
も
あ（

35
）
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
、
エ
デ
ィ
ン

グ
判
決
、
ト
ン
プ
ソ
ン
判
決
及
び
ロ
ー
パ
ー
判
決
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
死
刑
の
判
断
を
行
う
際
に
、
若
年
性
は
減
刑
要
件
と
し
て

扱
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
以
外
の
判
決
で
は
、
逆
に
裁
判
官
の
多
く
は
若
年
性
を
加
重
要
件
と
し
、
少
年
の
殺
人
犯
に
対
し
て
は
成
人
の

そ
れ
よ
り
も
よ
り
厳
し
い
判
決
が
下
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
少
年
は
、
成
人
よ
り
も
絶
対
的
終
身
刑
が
科
せ
ら

れ
や
す
い
と
も
さ
れ
て
い（

36
）
る
。

　

さ
ら
に
絶
対
的
終
身
刑
に
関
す
る
最
近
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
刑
の
中
で
も
特
に
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的

0

0

0

に
科

刑
す
る
制
度
の
導
入
の
増
加
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陪
審
等
で
有
罪
と
な
っ
た
被
告
に
対
し
て
、
裁
判
官
は
被
告
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
行
態

様
、
家
庭
・
社
会
環
境
等
を
考
慮
し
て
科
刑
す
る
裁
量
が
な
く
、
ま
た
少
年
で
あ
っ
て
も
刑
事
的
責
任
は
成
人
と
同
等
で
あ
る
と
の
前

提
の
下
、
法
定
刑
が
科
せ
ら
れ
る
科
刑
制
度
で
あ
る
。
近
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
四
二
州
が
、
成
人
、
少
年
を
問
わ
ず
殺
人
を
犯
し
た
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者
へ
の
絶
対
的
終
身
刑
を
認
め
、
そ
の
内
二
七
州
が
こ
の
「
絶
対
的
終
身
刑
の
必
要
的
科
刑
」
を
定
め
て
い
る
と
さ
れ
て
い（

37
）

る
。

（
二
）
両
事
件
の
概
要

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
ま
さ
に
こ
の
「
絶
対
的
終
身
刑
の
必
要
的
科
刑
」
の
合
憲
性
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
の
が
、
以
下
で
紹
介
す
る

ミ
ラ
ー
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
対
ホ
ブ
ズ
事
件
を
巡
る
二
つ
の
訴
訟
で
あ
っ
た
。
両
訴
訟
は
後
に
併
合
さ
れ
連
邦
最
高
裁

に
係
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
Ａ
）
ミ
ラ
ー
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件

　

二
〇
〇
三
年
七
月
の
あ
る
夜
、
一
四
歳
の
少
年
エ
ヴ
ァ
ン
・
ミ
ラ
ー
は
友
人
の
少
年
と
自
宅
に
い
た
際
に
、
近
所
の
男
性
（
本
件
の

被
害
者
）
が
ミ
ラ
ー
の
母
と
の
薬
物
の
取
引
に
や
っ
て
き
た
た
め
、
そ
の
後
友
人
と
共
に
そ
の
男
性
と
一
緒
に
男
性
の
ト
レ
イ
ラ
ー
ハ

ウ
ス
に
行
き
、
三
人
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
い
さ
ら
に
酒
の
飲
み
比
べ
競
争
を
し
た
。
間
も
な
く
男
性
が
酔
い
つ
ぶ
れ
た
た
め
、
ミ
ラ
ー

は
彼
の
財
布
を
盗
み
入
っ
て
い
た
約
三
〇
〇
ド
ル
を
友
人
と
山
分
け
に
し
、
財
布
を
男
性
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
戻
そ
う
と
し
た
時
に
男
性
が

目
を
覚
ま
し
ミ
ラ
ー
の
喉
を
掴
ん
だ
た
め
、
ミ
ラ
ー
は
近
く
に
あ
っ
た
野
球
の
バ
ッ
ト
で
そ
の
男
性
を
執
拗
に
た
た
き
続
け
た
。
さ
ら

に
男
性
の
頭
に
シ
ー
ツ
を
か
ぶ
せ
、「
私
は
神
だ
。
あ
ん
た
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
。」
と
言
っ
て
さ
ら
に
殴
打
し
た
。

　

そ
の
後
、
ミ
ラ
ー
と
友
人
は
ミ
ラ
ー
の
ト
レ
イ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
に
逃
げ
込
ん
だ
も
の
の
、
自
分
達
が
や
っ
た
と
い
う
証
拠
を
隠
滅
す
べ

く
、
す
ぐ
に
男
性
の
ト
レ
イ
ラ
ー
に
引
き
返
し
て
火
を
放
っ
た
。
結
果
、
男
性
は
ミ
ラ
ー
の
暴
行
に
よ
る
負
傷
と
放
火
に
よ
る
煙
を
吸

い
込
ん
だ
こ
と
で
死
亡
し（

38
）
た
。

　

ミ
ラ
ー
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
法
に
基
づ
き
、
ま
ず
「
少
年
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
地
区
検
事
が
事
件
を
刑
事
裁
判
所
の
管

轄
に
移
送
す
る
よ
う
に
求
め
、
少
年
裁
判
所
は
審
理
の
後
そ
れ
を
認
め
た
。
検
察
側
は
、
ミ
ラ
ー
を
放
火
の
過
程
に
お
け
る
謀
殺
で
成
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人
と
し
て
起
訴
し
た
。
ア
ラ
バ
マ
州
に
お
い
て
は
、
当
該
罪
が
認
定
さ
れ
る
と
最
低
で
も
絶
対
的
終
身
刑
が
必
要
的
に
科
せ
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

陪
審
は
、
よ
り
軽
い
罪
を
認
め
た
共
犯
で
あ
る
少
年
の
証
言
の
多
く
を
信
用
し
、
ミ
ラ
ー
を
有
罪
と
し
た
。
そ
の
た
め
ミ
ラ
ー
は
上

訴
し
た
が
、
ア
ラ
バ
マ
州
刑
事
控
訴
裁
判
所
も
、
絶
対
的
終
身
刑
は
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
と
比
較
す
れ
ば
著
し
く
過
酷
な
も
の
で
は
な

く
、
判
決
に
至
る
ま
で
の
量
刑
手
続
が
裁
判
官
の
裁
量
の
余
地
が
な
い
必
要
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
修
正
第
八
条
の
下

で
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
ア
ラ
バ
マ
州
最
高
裁
判
所
も
、
ミ
ラ
ー
側
の
再
審
理
の
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
ミ
ラ
ー
側
は
、
連
邦
最
高
裁
に
裁
量
上
訴
を
求
め
認
め
ら
れ（

39
）

た
。

（
Ｂ
）
ジ
ャ
ク
ソ
ン
対
ホ
ブ
ズ
事
件

　

一
九
九
九
年
一
一
月
一
四
歳
の
少
年
ク
ン
ト
レ
ー
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
他
の
二
人
の
少
年
と
共
に
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
に
盗
み
に
入

る
こ
と
を
決
め
た
。
道
す
が
ら
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
一
人
の
少
年
が
コ
ー
ト
の
袖
に
銃
を
隠
し
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
ま
ず
二
人
の

少
年
が
店
に
入
り
、
う
ち
一
人
の
少
年
が
店
員
に
銃
を
突
き
つ
け
金
を
執
拗
に
要
求
し
た
が
、
店
員
に
拒
否
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が

店
に
入
っ
た
後
、
店
員
が
警
察
に
通
報
す
る
と
言
っ
た
た
め
、
銃
を
突
き
つ
け
て
い
た
少
年
が
店
員
を
射
殺
し
た
。
結
局
、
ジ
ャ
ク
ソ

ン
と
他
の
二
人
の
少
年
は
何
も
取
ら
ず
に
逃
走
し（

40
）
た
。

　

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
法
で
は
、
一
定
の
重
大
犯
罪
を
行
っ
た
と
疑
わ
れ
る
一
四
歳
以
上
の
少
年
に
つ
い
て
、
成
人
と
し
て
起
訴
す
る
か

ど
う
か
の
裁
量
を
検
察
官
に
委
ね
て
い
る
た
め
、
検
察
官
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
死
刑
に
値
す
る
重
罪
謀
殺
及
び
加
重
強
盗
の
罪
で
成
人
と

し
て
起
訴
し
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
事
件
を
少
年
裁
判
所
に
移
送
す
る
よ
う
に
申
立
て
た
が
、
起
訴
事
実
、
精
神
鑑
定
結
果
及
び
犯
罪

歴
（
万
引
き
及
び
複
数
回
の
自
動
車
窃
盗
）
を
ふ
ま
え
て
、
事
実
審
裁
判
所
及
び
控
訴
審
裁
判
所
は
そ
の
申
立
て
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

最
終
的
に
陪
審
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
対
す
る
二
つ
の
起
訴
事
実
を
認
め
て
有
罪
と
し
、
裁
判
官
は
、「
死
刑
に
値
す
る
殺
人
罪
又
は
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反
逆
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
被
告
は
、
死
刑
又
は
絶
対
的
終
身
刑
に
処
す
る
」
と
の
法
規
定
に
従
い
、
後
者
を
科
す
と
の
判
決
を
下
し

た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
そ
の
判
決
に
異
議
を
唱
え
ず
、
後
に
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
最
高
裁
判
所
も
こ
の
判
決
を
支
持
す
る
。
そ
の
た
め

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
刑
に
服
す
る
こ
と
に
な（

41
）
る
。

　

そ
の
後
、
先
述
の
ロ
ー
パ
ー
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
ロ
ー
パ
ー
判
決
の
論
理
に
依
拠
し
て
、「
一
四
歳

の
少
年
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的
に
科
す
こ
と
は
、
修
正
第
八
条
に
反
す
る
」
と
し
て
、
人
身
保
護
令
状
の
請
求
を
行
っ
た

が
、
巡
回
裁
判
所
は
、
州
側
の
「
原
告
の
請
求
を
却
下
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
申
し
立
て
を
受
理
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
手
続
の
間

に
さ
ら
に
前
節
で
述
べ
た
、「
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
は
、
修
正
第
八
条
に
反
す
る
」
と
す
る
グ
ラ

ハ
ム
判
決
が
下
さ
れ
た
た
め
、
訴
訟
当
事
者
双
方
が
こ
の
判
決
を
踏
ま
え
た
弁
論
趣
意
書
を
提
出
し
た
が
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
最
高
裁

は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
側
の
請
求
を
認
め
な
か
っ（

42
）
た
。
そ
の
た
め
ジ
ャ
ク
ソ
ン
側
は
、
連
邦
最
高
裁
に
裁
量
上
訴
を
求
め
認
め
ら
れ
た
。

（
三
）
判
決
の
概
要

　

連
邦
最
高
裁
は
、
裁
量
上
訴
を
認
め
た
両
事
件
に
つ
き
併
合
し
て
審
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
五
日
、
裁
判
官
五

名
対
四
名
の
僅
差
を
も
っ
て
、
殺
人
の
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
少
年
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的
に
科
す
こ
と
は
、
修
正
第
八
条

が
定
め
る
「
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
」
の
規
定
に
反
す
る
と
の
判
決
を
下
し
た
（「
ミ
ラ
ー
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
及
び
ジ
ャ
ク
ソ
ン
対

ホ
ブ
ズ
事
件
判
決
」（
以
下
「
ミ
ラ
ー
判
決
」
と
す
る
））。

　

エ
レ
ー
ナ
・
ケ
ー
ガ
ン
（Elena K

agan

）
判
事
の
手
に
よ
る
法
廷
意
見
（
他
四
名
の
裁
判
官
同
調
。
以
下
「
判
決
」
と
す
る
）
は
、
ま

ず
本
両
事
件
に
つ
い
て
事
実
関
係
及
び
連
邦
最
高
裁
に
至
る
ま
で
の
訴
訟
経
緯
を
確
認
し
た
上
で
、
修
正
第
八
条
の
「
残
酷
で
異
常
な

刑
罰
の
禁
止
」
と
は
、
個
人
に
対
し
て
、
過
剰
な
制
裁
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
過
去
の
判
決
で
述
べ
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て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
権
利
は
、「
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
、
当
該
犯
罪
者
及
び
当
該
犯
罪
行
為
の
両
方
に
比
例
し
均
衡
の
と
れ
た
も

の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
基
本
的
な
法
格
言
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
、
改
め
て
、
連
邦
最
高
裁
が
グ
ラ
ハ
ム
判
決

で
述
べ
た
、「
均
衡
と
い
う
概
念
が
、
修
正
第
八
条
の
中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
引
用
し
つ
つ
、
加
え
て
、
こ
の
均
衡

と
い
う
概
念
を
「
品
性
と
い
う
発
展
し
つ
つ
あ
る
基
準
」
の
下
に
考
慮
す
る
と
し
た
。
判
決
は
そ
の
上
で
、
こ
の
判
決
（
ミ
ラ
ー
判
決
）

の
結
論
は
、
均
衡
の
と
れ
た
刑
罰
に
対
す
る
我
々
の
関
心
事
を
反
映
さ
せ
た
二
つ
の
判
例
の
流
れ
の
合
流
点
に
あ
る
と
す（

43
）
る
。

　

判
決
は
、
ま
ず
一
つ
目
の
判
例
の
流
れ
と
し
て
、「
特
定
の
属
性
に
分
類
さ
れ
る
犯
罪
者
の
有
責
性
と
刑
罰
の
過
酷
さ
と
が
不
均
衡

の
状
態
で
科
刑
す
る
こ
と
を
明
確
に
禁
止
す
る
判
例
」
が
あ
た
る
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、
殺
人
の
罪
を
犯
し
て
い
な
い
被
告
に
対
し

て
死
刑
を
科
す
こ
と
は
修
正
第
八
条
に
反
す
る
と
し
た
「
ケ
ネ
デ
ィ
対
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
判（

44
）
決
」（
二
〇
〇
八
年
）、
精
神
的
障
害
の
あ
る

被
告
に
死
刑
を
科
す
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
し
た
先
述
の
ア
ト
キ
ン
ス
判
決
を
挙
げ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
分
類
さ
れ
る
判
例
の
中
で

も
、
特
に
少
年
を
対
象
と
し
「
少
年
と
成
人
と
の
相
異
」
を
強
調
す
る
ロ
ー
パ
ー
判
決
と
グ
ラ
ハ
ム
判
決
を
引
き
合
い
に
出
す
。

　

次
に
判
決
は
、
二
つ
目
の
判
例
の
流
れ
と
し
て
、
死
刑
判
決
を
下
す
際
に
は
「
被
告
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
犯
罪
態
様
の
検
討
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
判
例
」
が
あ
た
る
と
し
て
、
死
刑
を
科
す
こ
と
を
必
要
的
（
裁
判
官
の
裁
量
の
余
地
を
認
め
な
い
）
と
規

定
す
る
法
律
を
違
憲
と
し
た
「
ウ
ッ
ド
ソ
ン
対
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
判（

45
）
決
」（
一
九
七
六
年
）（
以
下
「
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
」
と
す
る
）

と
「
ロ
ケ
ッ
ト
対
オ
ハ
イ
オ
州
判（

46
）
決
」（
一
九
七
八
年
）
等
を
挙
げ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
死
刑
に
関
す
る
判
例
と
絶
対
的
終
身
刑
と
を
結

び
つ
け
て
検
討
し
た
グ
ラ
ハ
ム
判
決
を
再
度
引
き
合
い
に
し
て
論
を
進
め
て
い（

47
）
く
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
一
つ
目
の
流
れ
と
し
て
の
①
「
少
年
と
成
人
と
の
相
異
」
の
認
識
と
二
つ
目
の
流
れ
と
し
て
の
②
「
被
告
人
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
や
犯
罪
態
様
の
検
討
」
の
必
要
性
を
中
心
に
、
併
せ
て
法
廷
意
見
か
ら
の
州
側
へ
の
反
論
及
び
反
対
意
見
を
ま
と
め
る
こ

と
と
し
た
い
。
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①
少
年
と
成
人
と
の
相
異

　

判
決
は
、「
少
年
で
あ
れ
ば
責
任
が
軽
減
さ
れ
、
か
つ
矯
正
可
能
性
が
よ
り
顕
著
に
な
る
以
上
、
少
年
を
厳
罰
に
処
す
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
」
と
の
理
解
の
も
と
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
及
び
グ
ラ
ハ
ム
判
決
で
示
さ
れ
た
、
①
少
年
は
未
成
熟
で
あ
り
か
つ
責
任
感
覚
も
未

発
達
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
謀
で
衝
動
的
で
か
つ
危
険
に
対
し
て
無
頓
着
な
態
度
を
生
む
こ
と
、
②
少
年
は
自
分
の
家
族
や
仲
間
達
等

か
ら
の
悪
影
響
や
圧
力
を
よ
り
受
け
や
す
く
、
自
分
自
身
の
社
会
環
境
を
管
理
す
る
能
力
や
、
恐
ろ
し
い
犯
罪
の
温
床
と
な
る
よ
う
な

環
境
か
ら
抜
け
出
す
能
力
に
乏
し
い
こ
と
、
そ
し
て
③
少
年
の
人
格
は
成
人
程
に
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
年
の
特
徴
は
落
ち
着
き
が

な
い
こ
と
で
あ
り
、
少
年
の
行
っ
た
行
為
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
悪
行
の
予
兆
と
は
な
ら
な
い
と
の
、
三
つ
の
「
少
年
と
成
人
と
の

相
異
」
を
拠
り
所
に
、「
少
年
は
、
憲
法
上
、
刑
罰
に
処
す
る
た
め
の
目
的
が
成
人
と
は
異
な
る
の
だ
」
と
い
う
考
え
方
を
確
認
し
、

さ
ら
に
、
少
年
が
非
常
に
恐
ろ
し
い
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
少
年
で
あ
る
と
い
う
独
特
の
属
性
が
、
少
年
犯
罪
者
に
最
も

過
酷
な
刑
罰
を
科
す
と
い
う
刑
罰
学
の
正
当
性
を
も
減
少
さ
せ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
に
よ
っ

て
明
確
に
さ
れ
た
と
評
価
す（

48
）
る
。

　

判
決
は
さ
ら
に
、
特
に
グ
ラ
ハ
ム
判
決
を
引
き
合
い
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
グ
ラ
ハ
ム
判
決
は
、
こ
れ
ら
の
〔
少
年
と
成
人
と
は
異
な
る
と
い
う
〕
分
析
に
基
づ
き
、
死
刑
と
同
様
に
、
絶
対
的
終
身
刑
を
少
年
に

科
す
こ
と
は
修
正
第
八
条
に
反
す
る
、
と
結
論
づ
け
た
。
確
か
に
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
が
絶
対
的
終
身
刑
に
関
し
て
一
律
に
禁
じ
た
の
は
、
殺

人
以
外
の
犯
罪
に
対
し
て
科
す
場
合
の
み
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
道
義
的
責
任
と
生
じ
た
害
悪
の
双
方
を
踏
ま
え
て
、
殺
人
以
外
の
犯
罪
と

殺
人
を
慎
重
に
区
別
し
た
。

　

し
か
し
、〔
グ
ラ
ハ
ム
判
決
に
お
い
て
〕
裁
判
所
が
少
年
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
―
少
年
に
独
特
な
（
そ
し
て
変
化
し
や
す
い
）
精
神
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的
特
徴
と
周
囲
環
境
へ
の
脆
弱
性
で
あ
っ
て
―
犯
罪
の
特
性
〔
態
様
〕
で
は
な
い
。〔
少
年
の
〕
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、（
本
件
両
事
案
が
共
に

そ
う
で
あ
っ
た
が
）
強
盗
未
遂
が
殺
人
行
為
に
転
化
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
同
様
か
つ
同
程
度
に
顕
著
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
グ
ラ
ハ
ム
判
決
の
論
理
は
、
た
と
え
そ
の
明
確
な
禁
止
が
、
殺
人
以
外
の
犯
罪
に
対
し
て
の
み
述
べ
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一

人
の
少
年
に
科
せ
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
絶
対
的
終
身
刑
を
含
意
す
る
の
で
あ
る
。

　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
は
、
年
が
若
い
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
仮
釈
放
の
可
能
性
な
し
に
一
生
涯
を
拘
束
す
る
こ
と
の
適

切
性
を
判
断
す
る
際
に
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
に
あ（

49
）

る
。」

　

本
判
決
は
こ
の
様
に
、
約
二
年
前
に
自
ら
が
下
し
た
グ
ラ
ハ
ム
判
決
に
つ
い
て
、「
少
年
に
よ
る
殺
人
以
外

4

4

4

4

の
犯
罪
に
つ
い
て
は
絶

対
的
終
身
刑
を
科
す
こ
と
を
禁
じ
た
判
例
」
と
い
う
一
般
的
な
理
解
で
は
な
く
、「
殺
人
以
外
の
犯
罪
」
と
い
う
よ
り
も
「
少
年
」
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
理
解
は
、
後
で
述
べ
る
本
判
決
の
反
対
意
見

と
も
大
き
く
す
れ
違
う
こ
と
に
な
る
。

②
被
告
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
犯
罪
態
様
の
検
討
の
必
要
性

　

次
に
判
決
は
二
つ
目
の
流
れ
と
し
て
、
死
刑
判
決
を
下
す
場
合
に
お
い
て
、
判
決
を
下
す
者
（
裁
判
官
等
）
は
、
被
告
人
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
や
犯
罪
行
為
の
態
様
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
判
例
を
挙
げ（

50
）
る
。

　

よ
っ
て
も
し
被
告
が
少
年
で
あ
れ
ば
、
裁
判
官
に
裁
量
の
余
地
を
与
え
な
い
必
要
的
科
刑
手
続
は
、
判
決
を
下
す
者
に
よ
る
、
当
該

少
年
の
若
年
性
・
家
庭
環
境
の
考
慮
や
死
刑
が
当
該
犯
罪
少
年
を
罰
す
る
に
見
合
う
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
を
阻
む

こ
と
と
な
り
、
こ
の
判
例
の
流
れ
に
反
す
る
と
す
る
。
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さ
ら
に
判
決
は
、
上
記
①
の
場
合
と
同
様
に
グ
ラ
ハ
ム
判
決
を
再
び
引
き
合
い
に
出
し
て
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
が
、「
終
身
刑
判
決
と

死
刑
判
決
と
が
い
く
つ
か
の
特
徴
を
共
有
す
る
こ
と
」
を
指
摘
し
、
加
え
て
終
身
刑
受
刑
者
は
、
ほ
と
ん
ど
必
然
的
に
「
成
人
の
犯
罪

者
よ
り
も
多
く
の
年
月
を
、
そ
し
て
自
分
の
人
生
の
大
半
を
刑
務
所
で
費
や
す
」
こ
と
に
な
り
、「
少
年
に
と
っ
て
と
り
わ
け
過
酷
な
刑

罰
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
を
引
用
し
、
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
の
過
酷
さ
は
、
む
し
ろ
成
人
以
上
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
終
身
刑
を
死
刑
と
類
似
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
グ
ラ
ハ
ム
判
決
の
思
考
は
、
上
で
述
べ
た
死
刑
を
科
す
際
に
は

被
告
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
科
刑
の
検
討
を
要
求
す
る
二
つ
目
の
判
例
の
流
れ
を
、
絶
対
的
終
身
刑
の
科
刑
を
検
討
す
る
際

に
お
い
て
も
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し（

51
）

た
。

③
本
件
両
事
案
に
つ
い
て
の
検
討

　

最
終
的
に
判
決
は
、
絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
き
裁
判
官
に
裁
量
の
余
地
を
与
え
な
い
必
要
的
科
刑
手
続
は
、

上
で
述
べ
て
き
た
「
二
つ
の
判
例
の
流
れ
」
を
踏
ま
え
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　
「
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
の
必
要
的
科
刑
は
、
実
年
齢
や
そ
の
際
立
っ
た
特
徴
―
す
な
わ
ち
彼
ら
の
中
に
あ
る
、
未
成
熟
性
、
衝

動
性
、
そ
し
て
危
険
と
結
果
を
察
知
す
る
能
力
の
欠
如
―
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
。
こ
れ
は
彼
を
取
り
巻
く
家
庭
環
境
や
生

活
環
境
を
考
慮
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
だ
―
彼
ら
自
身
、
通
常
は
そ
の
環
境
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
―
。
ど
ん
な
に
過
酷

で
あ
ろ
う
と
も
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
よ
う
と
も
。

　

こ
れ
〔
必
要
的
科
刑
〕
は
殺
人
の
犯
行
態
様
に
つ
い
て
も
顧
み
る
こ
と
は
な
い
。
彼
の
当
該
犯
罪
へ
の
加
担
度
合
い
や
、
家
庭
と
仲
間
が

彼
に
与
え
て
き
た
で
あ
ろ
う
圧
迫
の
状
況
を
含
め
て
。
さ
ら
に
こ
れ
は
、
も
し
少
年
に
能
力
の
欠
如
―
例
え
ば
、
警
察
官
又
は
検
察
官
と
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（
司
法
取
引
を
含
め
た
）
交
渉
す
る
能
力
の
欠
如
や
、
彼
自
身
の
弁
護
士
を
手
伝
う
能
力
等
の
欠
如
―
が
な
か
っ
た
ら
ば
、
少
年
が
よ
り
軽

い
犯
罪
で
訴
追
さ
れ
罰
せ
ら
れ
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
。

　

結
局
、
こ
の
必
要
的
科
刑
は
、
お
か
れ
た
情
況
が
矯
正
可
能
性
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
時
で
さ
え
も
、
そ
の
可
能
性
を
無
視
す
る
の
で
あ

（
52
）

る
。」

　

そ
し
て
判
決
は
、
上
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
両
事
件
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　

ミ
ラ
ー
事
件
に
つ
い
て
判
決
は
、
ミ
ラ
ー
と
そ
の
仲
間
が
残
酷
な
殺
人
を
し
た
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
は
な
い
と
し
た
上
で
、
ミ

ラ
ー
は
犯
行
時
、
被
害
者
と
共
に
薬
物
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
酔
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
継
父
か
ら
の
日

常
的
な
暴
力
や
、
麻
薬
中
毒
の
母
に
よ
る
遺
棄
を
受
け
、
里
親
の
も
と
を
転
々
と
す
る
生
活
を
し
、
過
去
に
四
回
の
自
殺
未
遂
を
経
験

し
て
い
る
等
、
劣
悪
な
環
境
で
育
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
一
方
で
ミ
ラ
ー
の
犯
歴
は
、
不
登
校
と
第
二
級
に
該
当
す
る
罪
の
み
で
あ
る

と
し
、
判
決
を
下
す
者
は
、
絶
対
的
終
身
刑
が
ふ
さ
わ
し
い
刑
罰
で
あ
る
と
の
結
論
を
下
す
前
に
、
す
べ
て
の
こ
れ
ら
の
状
況
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
し（

53
）
た
。

　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
事
件
に
つ
い
て
判
決
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
被
害
者
に
発
砲
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
州
側
は
彼
が
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
立
証
し
て
お
ら
ず
、
彼
の
有
罪
判
決
は
、
む
し
ろ
ほ
う
助
及
び
教
唆
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
確
か
に
友
人
が
銃
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
が
、
彼
の
年
齢
が
そ
の
こ
と
か

ら
生
ず
る
害
悪
の
危
険
性
の
予
測
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
全
て
の
事
情
は
、
彼
の
犯
罪
に
対
す
る
有
責
性
の
問
題
に

つ
な
が
る
と
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
母
と
祖
母
双
方
に
人
を
銃
撃
し
た
犯
歴
が
あ
る
と
い
っ
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
家
庭
環
境
と

暴
力
的
素
質
に
つ
い
て
も
触
れ
、
判
決
を
下
す
者
は
少
な
く
と
も
、
一
四
歳
の
少
年
の
、
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
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可
能
性
を
奪
う
前
に
、
そ
の
様
な
事
実
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
付
け（

54
）

た
。

④
州
側
の
主
張
へ
の
反
論
と
結
論

　

両
事
件
の
訴
追
側
の
ア
ラ
バ
マ
州
及
び
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
側
か
ら
は
、
①
絶
対
的
終
身
刑
の
必
要
的
科
刑
を
禁
じ
る
こ
と
は
修
正
第

八
条
に
関
す
る
判
例
に
矛
盾
す
る
、
②
個
人
的
事
情
は
、
少
年
を
刑
事
裁
判
所
へ
移
送
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
際
に
既
に
検
討
し

て
お
り
、
絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
際
に
は
そ
の
検
討
を
要
し
な
い
、
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
が
、
判
決
は
こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
も

反
論
し
た
。

　

ま
ず
①
に
つ
い
て
、
州
側
が
「
成
人
の
被
告
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的
に
科
す
こ
と
は
、
修
正
第
八
条
に
反
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
し
た
ハ
ー
メ
リ
ン
判
決
に
反
す
る
と
主
張
し
た
が
、
本
判
決
は
、「
ハ
ー
メ
リ
ン
判
決
は
、
死
刑
と
死
刑
以
外
の
全
て
の

刑
罰
の
間
の
質
的
相
異
を
考
慮
し
て
、
個
々
人
の
事
情
を
踏
ま
え
た
量
刑
手
続
を
採
る
こ
と
を
、
死
刑
事
案
以
外
の
手
続
に
拡
大
し
て

採
用
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
も
の
の
、
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ハ
ー
メ
リ
ン
判
決
は
、
少
年

を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
犯
罪
少
年
へ
の
適
用
を
主
張
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
、
当
該
判
決
以
降
、
当
裁
判

所
は
多
く
の
機
会
に
お
い
て
、
成
人
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
量
刑
規
範
が
少
年
に
つ
い
て
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
の

判
決
を
下
し
て
き
た
と
し
た
上
で
、
以
下
の
様
に
加
え
た
。

　
「（
ハ
ー
メ
リ
ン
判
決
が
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
）『
死
刑
は
特
別
』（death is different

）
で
あ
る
が
、
少
年
も
ま
た
特
別
（children 

are different too

）
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
少
年
に
対
す
る
何
ら
か
の
例
外
の
手
続
を
設
け
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
奇
妙
な
法
規

範
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
社
会
に
お
け
る
最
も
過
酷
な
刑
罰
に
関
わ
る
法
が
、
そ
の
よ
う
な
区
別
を
設
け
る
こ
と
は
、
全
く
驚
く
べ
き
こ
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と
で
は
な
い
。
…
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
の
判
決
は
、
何
ら
ハ
ー
メ
リ
ン
判
決
を
歪
め
る
も
の
で
も
な
く
矛
盾
す
る
も
の
で
も
な（

55
）

い
。」

　

次
に
、
州
側
の
「
二
九
も
の
司
法
管
轄
区
（
二
八
州
及
び
連
邦
政
府
）
に
お
い
て
、
現
に
、
少
な
く
と
も
殺
人
の
罪
で
有
罪
と
な
っ

た
一
部
の
少
年
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的
に
科
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
違
憲
判
決
は
下
せ
な
い
」
と
の
主
張
に
対
し

て
判
決
は
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
や
グ
ラ
ハ
ム
判
決
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
死
刑
や
絶
対
的
終
身
刑
を
一
律
に
禁
じ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
際
に
、

検
討
の
一
つ
と
し
て
立
法
事
実
と
実
際
の
科
刑
実
務
を
踏
ま
え
て
国
民
的
合
意
が
示
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
が
、
今
回
の
判
決
は

一
律
に
禁
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
判
決
を
下
す
者
に
加
害
少
年
の
若
年
性
や
特
性
を
検
討
す
べ
く
、
一
定
の
手
続
に
従
う

こ
と
を
求
め
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
し
て
、
上
記
二
判
決
と
の
性
質
の
違
い
を
強
調
し
た
。
加
え
て
、
例
え
ば
グ
ラ
ハ
ム
判
決
で
は

三
九
州
の
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
、「
殺
人
以
外
の
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
者
へ
の
絶
対
的
終
身
刑
」
を
禁
じ
た
の
で
あ
り
、

ま
た
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
州
が
立
法
上
認
め
て
い
る
刑
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
す
ぐ

に
法
に
該
当
す
る
者
を
そ
の
刑
に
処
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
る
の
だ
、
と
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
し（

56
）
た
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
、
州
側
の
「
移
送
の
際
に
裁
判
所
は
、
十
分
に
少
年
の
年
齢
や
犯
罪
態
様
等
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の

主
張
に
対
し
て
判
決
は
、
重
大
犯
罪
少
年
に
つ
い
て
は
自
動
的
に
移
送
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
い
く
つ
か
の
州
で
は
移
送
の
判
断

は
検
察
官
に
排
他
的
に
委
ね
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
裁
判
所
に
裁
量
の
余
地
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
裁
判
官
に

移
送
判
断
の
裁
量
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
裁
判
官
が
得
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
は
限
ら
れ
、
ま
た
そ
も
そ
も
移
送
と
量
刑
の
際
の
審

理
に
お
け
る
裁
判
所
の
裁
量
は
、
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
点
等
を
指
摘
し（

57
）
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
議
論
を
ふ
ま
え
判
決
は
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
等
が
明
確
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
裁
判
官
等
の
判
決
を

下
す
者
は
、
少
年
に
対
す
る
最
も
過
酷
と
な
り
う
る
刑
罰
を
科
す
前
に
、
減
刑
し
得
る
事
情
を
考
慮
す
る
機
会
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
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ず
、
そ
れ
な
し
に
殺
人
の
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
全
て
の
少
年
に
絶
対
的
終
身
刑
を
科
す
こ
と
は
均
衡
の
原
理
を
犯
し
、
修
正
第
八
条
の

残
酷
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
反
す
る
と
結
論
付
け
、
各
判
決
を
破
棄
し
事
件
を
差
し
戻
し（

58
）

た
。

⑤
反
対
意
見
に
つ
い
て

　

上
で
述
べ
て
き
た
法
廷
意
見
に
対
し
て
、
三
名
の
裁
判
官
が
同
調
し
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ
（John G. Roberts

）
主
席
裁
判
官
の

反
対
意
見
と
、
そ
れ
に
同
調
し
た
裁
判
官
の
内
二
名
の
個
別
の
反
対
意
見
の
総
計
三
名
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
た
（
一
名
は
個
別
の
反

対
意
見
は
付
さ
ず
三
名
の
反
対
意
見
全
て
に
同
調
し
た
）。

　

こ
れ
ら
の
反
対
意
見
を
ま
と
め
る
と
概
ね
、
①
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
の
禁
止
に
国
民
的
合
意
は
な
い
、
②
法
廷
意
見
の
判

例
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
、
③
法
廷
意
見
が
言
う
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
の
必
要
的
科
刑
の
一
律
禁
止
は
広

範
に
す
ぎ
る
、
と
い
う
点
に
整
理
で
き
よ
う
。

　

ま
ず
①
の
点
に
つ
い
て
反
対
意
見
は
、
法
廷
意
見
が
特
に
拠
り
所
と
す
る
グ
ラ
ハ
ム
判
決
と
本
件
と
の
相
異
を
強
調
し
て
以
下
の
よ

う
な
論
を
展
開
し
た
。

　

す
な
わ
ち
グ
ラ
ハ
ム
判
決
は
、
あ
く
ま
で
も
「
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
」
に
つ
い
て
絶
対
的
終
身
刑
を
禁
じ
た
も
の
で
あ

り
、
現
に
法
的
に
そ
れ
を
認
め
て
い
た
州
は
多
く
あ
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
そ
れ
を
科
し
て
い
た
の
は
ご
く
僅
か
な
州
で
あ
り
、
か
つ

現
に
刑
が
科
さ
れ
て
い
た
者
は
一
二
三
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
本
件
が
対
象
と
す
る
「
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
少
年
」
に
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的
に
科
す
こ
と
を
二
九
州
が
認
め
て
お

り
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
現
在
、
二
五
〇
〇
名
近
く
が
当
該
刑
に
服
し
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
こ
の
科
刑
を
「
ま
れ
」
で
あ
る
と
は
言

え
ず
、
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
該
科
刑
を
修
正
第
八
条
に
反
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
我
々
の
判
例
は
こ
の
結
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論
を
裏
付
け
て
く
れ
る
。
刑
罰
が
残
酷
で
異
常
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
当
裁
判
所
は
通
常
、
ま
ず
立
法
事
実
と
州

の
法
運
用
に
現
れ
る
「
社
会
的
基
準
と
し
て
の
客
観
的
な
指
標
」
か
ら
検
討
を
始
め
る
の
で
あ
り
、
現
に
、
多
く
の
州
が
絶
対
的
終
身

刑
の
必
要
的
科
刑
を
法
的
に
義
務
付
け
か
つ
頻
繁
に
科
し
て
い
る
以
上
、
法
廷
意
見
の
結
論
に
客
観
的
根
拠
は
な
い
。
よ
っ
て
、
グ
ラ

ハ
ム
判
決
と
は
異
な
り
本
件
に
は
国
民
的
合
意
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ（

59
）

る
。

　

次
に
②
に
関
し
て
反
対
意
見
は
、
法
廷
意
見
が
絶
対
的
終
身
刑
を
禁
じ
た
グ
ラ
ハ
ム
判
決
の
趣
旨
は
、
必
ず
し
も
「
殺
人
以
外
の
罪

を
犯
し
た
少
年
」
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
理
解
を
示
し
た
こ
と
に
疑
義
を
唱
え
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
が

対
象
と
し
た
の
は
「
殺
人
以
外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
」
で
あ
っ
て
、
当
該
判
決
に
お
い
て
も
そ
の
点
「『
殺
人
と
そ
れ
以
外
の
個
人
に

対
す
る
重
大
な
暴
力
犯
罪
の
間
に
は
』
一
線
が
あ
る
」、「
殺
人
以
外
の
重
大
な
犯
罪
は
、
殺
人
の
罪
と
は
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
は
、「
殺
人
の
罪
」
と
「
そ
れ
以
外
の
罪
」
を
区
別
し
て
考
え
て
お

り
、
法
廷
意
見
の
判
例
解
釈
に
は
誤
り
が
あ
る
と
す（

60
）
る
。

　

そ
し
て
③
に
関
し
て
反
対
意
見
は
、
法
廷
意
見
が
過
去
の
一
連
の
判
例
と
は
異
な
り
、
今
後
こ
の
法
廷
意
見
の
趣
旨
が
制
限
な
く
適

用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
示
す
。
つ
ま
り
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
は
少
年
に
対
す
る
「
死
刑
」
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決

が
「
殺
人
以
外
の
罪
」
に
対
象
を
限
定
し
て
下
さ
れ
た
判
決
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
判
決
の
根
拠
と
な
る
原
理
は
、「
少
年
は
成
人

と
異
な
る
」
こ
と
の
み
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
、
少
年
は
成
人
と
異
な
っ
た
判
決
が
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
る
と
批
判
し（

61
）
た
。

三
　
ミ
ラ
ー
判
決
の
衝
撃
と
波
紋
　

　

以
上
概
説
し
て
き
た
ミ
ラ
ー
判
決
は
、
当
該
事
件
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
少
年
司
法
の
世
界
全
体
に
大
き
な
衝
撃
と
波
紋
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を
も
た
ら
し
て
い
る
。
特
に
判
示
に
お
け
る
以
下
の
一
文
は
、
そ
れ
ら
を
よ
り
大
き
な
も
の
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
ロ
ー
パ
ー
判
決
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
そ
し
て
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
軽
減
さ
れ
た
有
責
性
及
び
顕
著
な
矯
正
能
力
に
つ
い
て

我
々
が
述
べ
た
全
て
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
我
々
は
、
こ
の
最
も
過
酷
た
り
う
る
刑
罰
を
少
年
に
対
し
て
科
す
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
さ

れ
る
機
会
は
、
ま
れ
（uncom

m
on

）
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え（

62
）

る
。」

　

す
な
わ
ち
前
節
で
も
紹
介
し
て
き
た
様
に
、
判
決
は
、
あ
く
ま
で
も
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
の
「
必
要
的
な
科
刑
」
の
み
を

禁
じ
た
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
将
来
、
少
年
に
対
す
る
全
て
の
絶
対
的
終
身
刑
を
禁
じ
る
可
能
性
が
生
じ
得
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

ミ
ラ
ー
判
決
を
受
け
て
、
特
に
少
年
に
対
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
必
要
的
に
科
す
こ
と
を
規
定
す
る
二
九
の
司
法
管
轄
区
は
、
何
ら

か
の
対
応
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
事
件
の
被
害
者
側
の
立
場
を
強
調
し
、「
最
近
の
、
連
邦
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え

る
こ
と
に
よ
る
危
険
な
殺
人
犯
の
釈
放
を
防
止
す
べ
く
措
置
を
講
ず
る
」
と
し
て
、
判
決
か
ら
約
一
カ
月
後
（
二
〇
一
二
年
七
月
）
と

い
う
短
期
間
の
内
に
、
少
年
時
に
犯
し
た
殺
人
の
罪
で
絶
対
的
終
身
刑
の
判
決
を
受
け
て
収
監
さ
れ
て
い
た
三
八
名
を
、
六
〇
年
間
仮

釈
放
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
に
「
減
刑
」
す
る
と
の
対
応
を
と
っ
た
の
が
、
ア
イ
オ
ワ
州
知
事
の
テ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ス
タ
ッ
ド

（T
erry Branstad

）
で
あ
っ（

63
）
た
。
彼
は
、「
当
該
事
件
の
被
害
者
遺
族
た
ち
は
、
暴
力
に
よ
り
愛
す
る
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
か
ら
奪

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
今
日
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
彼
ら
の
愛
し
た
者
へ
の
思
い
出
と
、
そ
し
て
全
て
の
ア
イ
オ
ア
の
人
々
の
安
全

を
守
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
。」、「
司
法
は
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
今
回
の
減
刑
は
、
司
法
が
凶
悪
な
犯
罪
者
を
罰
す
る

こ
と
と
市
民
の
安
全
へ
の
配
慮
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
基
に
あ
る
こ
と
を
確
か
な
も
の
と
す
る
。
…
第
一
級
謀
殺
は
故
意
か
つ
計
画
的
な
犯
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罪
で
あ
り
、
有
罪
と
な
っ
た
者
は
危
険
で
あ
り
街
路
を
歩
か
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
し
て
我
々
の
社
会
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
べ
き
で

あ（
64
）

る
。」
と
述
べ
、
形
式
的
に
は
減
刑
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
も
、
絶
対
的
終
身
刑
を
非
常
に
長
期
間
仮
釈
放
の
可
能
性
の
な
い
終

身
刑
（
例
え
ば
一
七
歳
で
収
監
さ
れ
た
者
は
七
七
歳
ま
で
は
釈
放
さ
れ
な
い
）
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
実
質
的
に
は
加
害
少
年
に
対
す
る

「
断
固
た
る
措
置
」
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
異
例
な
対
応
と
は
別
に
、
判
決
か
ら
約
一
年
後
の
二
〇
一
三
年
八
月
末
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
一
一
州
の
議
会
は
、
既
に

ミ
ラ
ー
判
決
を
踏
ま
え
た
何
ら
か
の
法
改
正
を
行
っ
て
い（

65
）

る
。

　

そ
れ
ら
の
州
の
多
く
で
採
ら
れ
た
対
応
と
し
て
は
、
ミ
ラ
ー
判
決
の
「
絶
対
的
終
身
刑
の
必
要
的
な
科
刑
」
を
禁
じ
る
と
い
う
要
求

に
最
低
限
度
応
ず
る
べ
く
、
絶
対
的
終
身
刑
自
体
は
維
持
し
た
上
で
必
要
的
科
刑
を
廃
止
し
た
り
、
対
象
少
年
に
対
し
て
ま
ず
一
定
期

間
（
二
五
年
か
ら
四
〇
年
程
度
）
仮
釈
放
の
な
い
懲
役
刑
を
必
要
的
に
科
し
た
上
で
、
一
定
期
間
が
経
過
し
た
時
点
で
仮
釈
放
の
機
会

を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
少
年
時
の
犯
罪
で
絶
対
的
終
身
刑
に
服
す
る
者
が
四
五
〇
名
以
上
と
全
米
に
お
い
て
最

も
多
い
と
さ
れ
る
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
第
一
級
謀
殺
で
有
罪
と
な
っ
た
犯
行
時
一
五
歳
以
上
一
八
歳
未

満
の
者
に
つ
い
て
は
、
必
要
的
で
は
な
い
絶
対
的
終
身
刑
又
は
最
短
三
五
年
以
上
の
懲
役
刑
を
科
す
規
定
に
改
め
ら
れ（

66
）

た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
州
で
は
、
上
で
述
べ
た
ミ
ラ
ー
判
決
の
示
唆
を
よ
り
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
、
絶
対
的
終
身
刑
の
廃
止

ま
で
踏
み
込
ん
だ
法
改
正
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、「
少
年
受
刑
者
に
再
挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
」
と
し
て
絶
対
的
終
身
刑
を
廃
止
し
、
終
身
刑
の
受
刑
者
は
、
収
監
後
少
な
く
と
も
一
五
年
が
経
過
し
た
後
に
、
裁
判
官
に
対
し
て

再
審
理
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
裁
判
官
は
、
も
し
受
刑
者
が
良
心
の
呵
責
を
持
ち
、
積
極
的
に
更
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
最
短
二
五
年
で
仮
釈
放
を
可
能
と
す
る
緩
や
か
な
方
向
へ
法
改
正
が
な
さ
れ（

67
）
た
。

　

こ
の
よ
う
な
立
法
側
の
対
応
と
は
別
に
、
喫
緊
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
は
各
州
の
裁
判
所
で
あ
る
。
そ
し
て
特
に
苦
慮
し
て
い
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る
点
は
、
ミ
ラ
ー
判
決
の
効
力
を
、
現
在
、
絶
対
的
終
身
刑
を
受
刑
し
て
い
る
者
に
ま
で
遡
っ
て
適
用
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
遡
及
適
用
」
の
問
題
で
あ
る
。
実
際
に
も
数
州
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
少
年
時
代
の
犯
罪
に
よ
っ
て
絶
対
的
終
身
刑
が
科
せ
ら

れ
て
い
る
受
刑
者
か
ら
、
判
決
の
再
考
を
求
め
る
訴
え
が
ミ
ラ
ー
判
決
が
下
さ
れ
た
直
後
か
ら
提
起
さ
れ
て
い（

68
）
る
。

　

こ
の
遡
及
適
用
に
つ
き
、
そ
の
対
象
と
な
り
得
る
者
の
数
を
み
る
と
、
例
え
ば
グ
ラ
ハ
ム
判
決
で
は
約
一
二
〇
名
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
ミ
ラ
ー
判
決
で
は
全
国
で
二
五
〇
〇
名
近
く
が
対
象
と
な
り
得
る
た
め
、
こ
の
点
で
も
こ
の
判
決
の
社
会
に
与
え
る
影
響
は
非

常
に
大
き
い
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
判
決
後
現
在
ま
で
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
判
断
は
未
だ
下
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
連
邦
地
方
裁
判
所
（
ミ
シ
ガ
ン

州
南
部
地
区
）
及
び
ア
イ
オ
ワ
州
最
高
裁
判
所
等
で
は
遡
及
適
用
を
認
め
る
判
決
が
、
第
一
一
連
邦
控
訴
裁
判
所
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
最
高

裁
判
所
及
び
絶
対
的
終
身
刑
の
受
刑
者
数
が
多
い
た
め
、
そ
の
判
断
が
注
目
さ
れ
た
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
等
で
は
、
遡
及

適
用
を
認
め
な
い
判
決
が
出
さ
れ
て
お
り
、
各
州
、
各
裁
判
所
に
よ
っ
て
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ（

69
）
る
。

　

も
っ
と
も
、
遡
及
適
用
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
一
九
八
九
年
の
「
テ
ィ
ー
グ
対
ラ
ー
ン
判（

70
）
決
」
で
、「
刑
事
訴

訟
に
関
す
る
新
し
い
憲
法
上
の
ル
ー
ル
は
、
当
該
新
し
い
ル
ー
ル
が
宣
言
さ
れ
る
前
に
確
定
し
た
訴
訟
事
件
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。」

と
の
一
般
的
な
解
釈
が
既
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
の
判
例
で
、
人
身
保
護
令
状
の
段
階
で
は
、
新
ル
ー
ル
が
①
あ
る
属
性
に
分
類
さ

れ
る
被
告
に
つ
い
て
、
そ
の
身
分
又
は
犯
し
た
罪
ゆ
え
に
、
あ
る
種
類
の
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
る
場
合
や
、
②
秩
序

あ
る
自
由
の
概
念
に
内
在
す
る
手
続
の
遵
守
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
等
は
例
外
的
に
遡
及
し
得
る
、
と
さ
れ
た
経
緯
が
あ（

71
）
る
。
よ
っ

て
、
こ
の
例
外
が
本
件
に
も
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
、
今
後
の
解
釈
の
行
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
遡
及
適
用
の
問
題
は
、
既
に
確
定
し
た
絶
対
的
終
身
刑
を
も
覆
す
可
能
性
を
含
ん
で
お
り
、
今
後
の
判
決
の
流
れ
に

よ
っ
て
は
、
重
大
犯
罪
少
年
に
対
す
る
司
法
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
問
題
と
も
な
ろ
う
。
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そ
の
他
、
今
後
各
州
が
絶
対
的
終
身
刑
を
廃
止
し
著
し
く
長
期
間
仮
釈
放
の
可
能
性
の
な
い
懲
役
刑
又
は
終
身
刑
に
切
り
替
え
る
等

の
対
応
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
何
年
ま
で
な
ら
ば
「
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
」
に
は
該
当
し
な
い
の
か
、
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
点
既
に
、
ミ
ラ
ー
判
決
後
、
第
六
連
邦
控
訴
裁
判
所
と
フ
ロ
リ
ダ
州
控
訴
裁
判
所
に
お
い
て
、
長
期
間
収
容
す
る
こ
と
に
つ

き
、
ミ
ラ
ー
判
決
等
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
に
お
い

て
は
、
殺
人
の
罪
以
外
の
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
少
年
に
対
し
て
最
短
二
〇
年
の
懲
役
刑
を
科
す
こ
と
は
、「
異
常
で
残
酷
な
刑
罰
」
に

該
当
す
る
と
の
判
決
も
下
さ
れ
て
い（

72
）

る
。
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
は
、
許
さ
れ
る
収
容
期
間
に
つ
い
て
未
だ
明
確
な
基
準
は
示
さ
れ
て

お
ら
ず
今
後
議
論
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
「
よ
り
重
要
な
こ
と
は
ロ
ー
パ
ー
判
決
が
、
死
刑
は
少
年
の
殺
人
犯
を
抑
止
す
る
た
め
に
は
必
要
な
い
、
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、『
絶
対
的

終
身
刑
』
が
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
典
型
的
な
お
と
り
商
法
の
よ
う
に
、
今
日
、
裁
判
所
は
州
の
立
法
者

に
対
し
て
―
ロ
ー
パ
ー
判
決
で
保
証
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
、
ひ
と
た
び
凶
悪
な
殺
人
を
犯
し
た
者
が
、
再
び
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
絶
対

に
で
き
な
く
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
権
限
は
〔
州
に
は
〕
な
い
と
言（

73
）

う
。」（
ロ
バ
ー
ツ
裁
判
官
）

　
「〔
グ
ラ
ハ
ム
判
決
で
〕
裁
判
所
は
、
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
少
年
と
殺
人
以
外
の
凶
悪
な
罪
を
犯
し
た
少
年
と
の
間
に
一
線
を
画
し
た
。
少

な
く
と
も
そ
の
意
味
で
、
死
は
特
別
で
あ
る
と
い
う
理
念
は
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
こ
の
理
念
は
完
全
に
葬
ら
れ
た
。
我
々
は
、

殺
人
を
犯
し
た
犯
罪
者
に
〔
終
身
刑
で
は
な
い
〕
刑
期
を
科
す
こ
と
に
懸
念
を
覚
え
る
の
で
あ（

74
）

る
。」（
ア
リ
ー
ト
裁
判
官
）
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こ
れ
は
ミ
ラ
ー
判
決
が
、「
少
年
は
成
人
と
異
な
る
」
と
の
前
提
に
立
ち
少
年
に
対
す
る
死
刑
を
禁
じ
た
ロ
ー
パ
ー
判
決
、
殺
人
以

外
の
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
す
る
絶
対
的
終
身
刑
を
禁
じ
た
グ
ラ
ハ
ム
判
決
に
つ
き
、
判
決
時
の
理
解
を
大
き
く
超
え
て
拡
大
解
釈
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
す
ら
絶
対
的
終
身
刑
を
禁
じ
る
」
と
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
と
す

る
、
反
対
意
見
か
ら
の
厳
し
い
批
判
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
批
判
の
背
景
に
は
、
ロ
ー
パ
ー
判
決
以
降
の
一
連
の
判
決
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
「
な
し
崩
し
」
的
に
少
年
に
対
す
る

刑
が
軽
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
警
戒
感
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
判
決
が
、
罪
を
犯
し
た
者
は
そ
の
罪
に
対
し
て
必
ず
責
任

を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
社
会
に
根
強
く
存
在
す
る
規
範
意
識
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
前
節
で
も
触
れ
た
様
に
、
判
決
が
遡
及
し
て
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
、
批
判
の
大
き
な
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
少
年
司
法
の
研
究
者
の
中
に
は
、
む
し
ろ
こ
の
様
な
判
例
の
流
れ
を
歓
迎
し
、「
ミ
ラ
ー
判
決
に
お
い
て
連
邦

最
高
裁
は
、
少
年
司
法
制
度
の
矯
正
の
理
念
を
回
復
す
る
方
向
に
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し（

75
）
た
」、「
全
体
的
に
見
て
、
ロ
ー
パ
ー
判

決
、
グ
ラ
ハ
ム
判
決
、
ミ
ラ
ー
判
決
は
、
少
年
を
成
人
と
は
別
に
し
て
扱
う
と
い
う
理
論
的
基
礎
を
確
立
し（

76
）
た
」
と
い
っ
た
評
価
を
す

る
者
も
多
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
判
決
は
「
少
年
は
成
人
と
は
異
な
る
」
こ
と
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
厳
罰
化
の
象
徴
で
も

あ
る
移
送
制
度
を
も
廃
止
に
向
か
わ
せ
る
力
を
持
つ
と
の
評
価
も
な
さ
れ
て
い（

77
）
る
。

　

も
っ
と
も
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
一
連
の
判
決
は
、
や
は
り
、「
死
刑
」、「
絶
対
的
終
身
刑
」
と
い
っ

た
い
わ
ば
極
端
に
「
特
別
な
刑
罰
」
を
少
年
に
科
す
こ
と
の
合
憲
性
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
よ
っ
て
本

判
決
は
、
少
年
司
法
制
度
自
体
を
す
ぐ
さ
ま
「
保
護
主
義
」
の
も
と
へ
と
引
き
戻
す
大
き
な
転
換
点
と
し
て
理
解
す
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
一
九
七
〇
年
代
以
降
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
過
度
な
厳
罰
化
に
対
す
る
一
つ
の
警
鐘
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
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取
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述
べ
て
き
た
一
連
の

連
邦
最
高
裁
の
判
例
動
向
は
、
日
本
に
お
け
る
少
年
司
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。
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